



Mission Accomplished, and Beyond: 




Charlotte Perkins Gilman （以下ギルマン）とともに長く知られずにいたが、
にわかにとり上げられるようになり、多くの人が読み、論じている。研究








性の中心人物が物語の最後に発狂すると読む。自伝 The Living of Charlotte 
Perkins Gilman（以下 Living）には、公刊を望むギルマンが当時のアメリ
カ文学界の重鎮 William Dean Howells（以下ハウエルズ）に原稿を送った
ところ、雑誌 The Atlantic Monthly へとまわしてくれたものの、同誌の編
集長から掲載をことわられたというエピソードが、編集長の手紙を引用し
て、記されている。理由は、女性が発狂する「迫真」の筋書きはあまりに
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も悲惨で、ビクトリア朝的な読者に読ませるわけにはいかない、という
ことだ（119）。後にハウエルズによる作品選集、Masterpieces of American 
Fictionに収録されることになるようだが（Living 121） 1、ギルマン自身も 










with the delicacy of your touch and the correctness of portrayal”と、表現
も繊細で、迫り来る発狂が正確に描写されていると賞賛している。写実的
な正確度に関心を持つあまり、著者の実体験をもとにしたと考えてのこ
とであろうか、この医師は “Have you ever been̶er̶ ; but of course you 
haven’t.” と「ほんとうに発狂した……いやしていませんよね」とでもい
える趣旨の質問をしている（120-121）。ためらいながらも真意は明らか
な問いに応じて、ギルマンは、I replied that I had been as far as one could 




さらには、New England Magazine の編集者の中に、同じような「患者」
を抱えていた知人がこの小説を読んで、その「写実的」内容を参考にして、






















る。小説の基礎となった体験から四半世紀後、タイトルもズバリ “Why I 
Wrote The Yellow Wallpaper” （以下“Why”）という文章で、彼女自身の雑
誌 The Forerunner の 1913年 10月号に発表したものだ。
当面、関連のあるポイントをおさえておくと、ギルマンのかかった病
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名は neurasthenia 「神経衰弱（症）」 で、a severe and continuous nervous 
break down tending to melancholia̶and beyond と描写されている。発病
後３年目に全国的に名高く、権威のある専門家の安静療法を受けた結果、
精神的には the physician . . . so nearly drove me mad であった。しかし、
身体的には急速に回復し、当の療法を主導する医師が there was nothing 
much the matter with me と診断して、退院。できるだけ家庭的に暮らし、
知的活動は１日２時間が限度、ペン、絵筆、鉛筆には生涯触らぬこととの
指示を受ける。退院して３ヶ月ほど後の様子は、しかし、I [. . . ] came so 
near the borderline of utter mental ruin that I could see over（下線は山名）
と描写されている。
そこで、指示を無視し、人間誰でもするのが当然のとおり、仕事をして、







自伝でも “ . . . the real purpose of the story was to reach Dr. S. Weir Mitchell, 
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ミッチェル医師が届けられた小説を読んだのであれば、物語が「治療法
の誤りを納得させる」ことに貢献した可能性が高まる。そう推測してよい













が “I wrote The Yellow Wallpaper, with its embellishments and additions, 






























扉を開けさせようと、“the key is down by the front steps, under a plantain 
leaf!”と呼びかけ、“The key is down by the front door under a plantain 
leaf!”（184）とくり返す。切迫した事態に対応する、まことに整った構文で、
表現のわずかな違いも混乱を表すものでないことは言うまでもない。むし























されたのだが、治療法の主導者ミッチェル医師その人から、“there [is] no 
dementia . . . only hysteria” と診断され、「安静療法」を直々にほどこされ
た後、細かな暮らし方の指示を受けて、治療をおえている（Living 95-
96）。つまり、dementia すなわち madness ではなく、ヒステリーの治療
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を受け、退院したのだ。先にも引用した手紙で、医師の本当に発狂したの
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大学での自らの授業実践を踏まえて、言語表現の視点からこの短篇小説
を扱った論に Catherine J. Golden（以下ゴールデン）の “Teaching of “The 
Yellow Wall-Paper” through the Lens of Language” がある。言語表現に自
意識的に取りくんだわけであり、（おそらくは）母語話者ならではの冷静
で確かな判断として受けとめられるが、それだけでなく、かつては日本









めることになった家の最上部（the top of the house, 168）にある部屋は、
彼女の描写によれば、a big airy room, the whole ﬂoor nearly, with windows 






をおさえてすっきりと記述した上に、nursery ﬁrst and then playroom and 
gymnasiumとも描写して、子供の成長に応じた用途の変わり方を的確に
抑えていると判断できる。すると、壁に取りつけられた金属の輪なども、
















まず、第 10セクションで、壁紙の模様に触れて、I know a little of the 
principle of design. と言う。緩叙表現によって抑制を利かせ、他者を意識
しながらも、却って自信をのぞかせる自己評価は、洗練された知性と高
度な社交性を前提とするはずである。ついで、実際に壁紙を描写して this 
thing was not arranged on any laws of radiation, or alternation, or repetition, 
or symmetry, or anything else I ever heard of. とデザインの約束事を無視し
ていると語って、デザインの構成要素をおさえ、また、この後も、デザイ




― 266― ― 267―
ルマンが子供たちに絵を教えたことが知られている。さらに、ギルマンの

































































































































「黄色の壁紙」の始まったばかりのところにある romantic felicity という




































てしまったと思うかのように、“That spoils my ghostliness” と言う。しか
し、彼女は、but I don’t care – there is something strange about the house 





















































1 しかし、レインによると、この作品選集は The Great Modern American 
Stories と題されていて（145-146）、詳細は明らかでない。
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